
ー
サ
ン

』『
年
長
谷
川
主
呉
面
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
在
、
姓
告
の
知

-g砲
は
、
人
持
以
上
は
奥
部
院
、
平
士
は
小
部
院
で
一

オ
ロ
シ
ツ
ケ
マ
イ
ヨ
ウ
シ
ヤ
鈎
付
米

用

槍

不

一
俊
聾
せ
し
め
、
担
径
の
質問軒
者
に
食
世
話
す
る
寧
叩

=

-

A
e

つ
れ
ろ
初
と
す
る
。
同
十
年
十
こ
月
十
九
日
巾
村
μ

持
二
賓
砲
に
よ
b
行
は
れ
た
。

一
作
の
年
に
は
子
作
が
認
作
に
卸
付
米
即
ち
用
末
の
範

一
一
信
行
が
あ
っ
た
。
文
放
五
年
五
月
十
日
官
料
、
三
十
4

ハ

右
衛
門
之
に
任
じ
、
阿
じ
頃
版
川
市
川
同
左
衛
門
も
之

~

オ
レ
イ
シ
タ
イ
チ
ョ
ウ

御
控
室
田
帳

加
烈
滞

一
減
を
前
ふ
が
、
製
作
は
従
来
滞
が
用
米
切
を
舗
す
ベ

一
歳
。
法
名
キ
慰
日
開
法
躍
。

円益
事
は
今
岡
伊
脳
に

一
を
品
川
め
、
そ
れ
よ
り
.
一
一
人
役
と
な
り
、
御
利
根
市
刊
の
の
締
役
人
品
川
ぴ
に
純
士
の
お
列
山
で
、
総
候
在
附
の

一
か
ら
ず
と
の
命
を
後
し
た
る
を
理
耐
と
し
て
之
を
許

一
仰
じ
て
ゐ
る
。

任

務
も
一

切
牢
っ
て
ゐ
た
が
、
允
品
開
十
年
御
料
理
問
年
版
に
、

一
統
年
引
の
鞄
式
を
之
に
よ
っ
て
行
っ
た

一
さ
ぬ
の
で
、
臨
っ
て
子
作
は
料
徴
の
泌
作
に
卒
中
も

一

オ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

遠
度
寺

能
必
川
小
松
に
在
つ

を
む
か
れ
て
か
ら
、
そ
の
ド
に
川
町
し
て
こ
人
役
と
な
の
で
あ
る
o

一
白
鋭
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
依
っ
て
天
保
九
年
、
滞

一
て、

民
宗
取
仮
に
印
刷
す
る
o

。、

日
に
御
料
却
白
人
か
ら
選
任
せ
ら
れ
た
O

一

オ
レ
イ
セ
ン

御
笛
銭
裕
士
は
年
開
御
臆
・初
御

一
が
不
作
の
鈎
に
岱
米
を
行
ふ
場
合
に
は
、
之
に
地
じ

一

オ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ
恩
敬
寺

湖
町
川
亦
伐
に
在
つ

オ
リ
ヨ
ウ
リ
エ
ン

御
料
理
人

滞
の
川
況
に
従

一
目
見
・跡
円
制
約

加
府
知
拝
観
・新
知
拝
領
・叙
同
川
被

一
て
親
作
も
亦
子
作
に
用
捨
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
卸

一
て
、
提
出
町
東
派
に
凶
す
る。

都
す
る
も
の
で
、
御
歩
に
叫
ず
る
。
施
行
は
不
定
だ

一
仰
付
・役
m
則
被
仰
刊
紙
剖
制
御
酪
・子
弟
彼
召
出
・隠
町

一
付
米
用
鈴
の
脱
皮
も
之
に
依
っ

て
阿
時
に
定
ま
つ

一

オ
ン
ケ
イ
コ
ウ

湿

敬

公

加
れ
滞
m

J
l
一
二
代
前

が
、
先
づ
一
=
十
五
依
を
定
政
と
し
、
子
却
に
し
て
召

一
御
一
理
容
の
必
A
H
に
沿
っ
て
、
定
恨
の

太
刀
お
代
・時

一
た。

一
間
出
説
明
の
話
獄
。
搾
識
は
跡
一
空
白
ひ
た
か
ら
法
名

則
さ
れ
た
附
は
七
人
伏
符
を
胤
一
へ
ら
れ
る
ω
但
し
御

一
服
料
・泊
料
・劫
円
与
を
滞
伎
に
献
じ
て
船
恩
の
訟
を

一

オ
ロ
チ
ス
ギ

大
蛇
杉

凶
京
榔
八
之
山

門
今
刻

一
は
な
い
。

料
理
一聞
の
子
は
五
人
扶
持

・
鋭
以
校
で
あ
っ
た
u

人

一
去
す
る
。
是
容
を
御
拠
銭
と
も
献
上
物
と
も

い
う

一
一
徳
〉
な
る
澗
笠
寺
の
庭
前
に
あ
る
。
訓
話
寺
問
来
記

一

オ
ン
コ
イ
プ
ン

温
故
遺
文

H
一
=
加
。
刷
出
制

政
も
淀
川
が
な
い
。

一
て
、
昨
供
内
務
の
資
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

一
に
、
昔
此
の
樹
刷
に
大
蛇
が
臨
ん
で
詩
人
に
留
を
拠

-
紀
が
彼
氏
・的
郁
・古
言
・
古
肥
録
与
の
邸
を
、
木
下

オ
リ
ヨ
ウ
リ
ニ
ン
ナ
ミ

御
料
理
人
並

文
化
一
二

一

オ
ロ
シ
サ
ク
卸
作

丙
姓
の
持
出
は
、
そ
の
一

一
へ
た
の
を
、
法
江
大
制
院
の
帥
刷
物
外
析
越
し
て
仰
呆

一
照
庵
・
開
山
宗
監
・
五
十
川
剛
的・

室
直
前
・
世間
川
怖

年
八
且
向

日

芸

術
門
は
御
栄
町
同
心
小
州
か
ら
御

一
部
bu-
子
作
に
し
、

伐
俄
を
小
問
符
V
A
はよ川和出
に
耕
作

一
を
得
し
め
た
。
物
一
外
は
又
丘
上
に
一
伽
聡
を
興
し
た

一
足
・川
中

一
閃
・一
官
自
国
撃
に
穿
mmせ
し
め
た
答
巾
、

料
迎
人
仰
と
な
っ
た
が
、
そ
の
以
後
己
の
輪
山
引
の
も

一
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
後
出
を
、
地
主
か
ら

一
が
、
そ
れ
が
制
怒
寺
で
あ
る
と
あ
る
。

一
及
び
堂
上
納
紳
を
初
め
、
水
戸
川
山
門
容
に
間
山由u
し
た

の
は
な
い
。

一
は
卸
作
、
加
作
人
か
ら
は
前
作
と
い
う
た
o
人
に
就

一

オ
ワ
ン
ダ
お
申
ん
田

石
川
端
安
吉
に
あ
る
。

一
目
世
間
を
明
治
四
年
前
川
腿
切
か
ら
森
凶
平
次
に
命
じ

オ
レ
イ

御
躍

年

開

・山史料
・佳
印
・切
裂
・鋭
的

-
い
て
渇
へ
ば
州
制
作
と
子
作
ハ
小
作
〉
で
あ
る
。
卸
作
は

一
貧
永
誌
に
、
大
時
詰
左
術
門
家
長
の
息
女
お
わ
ん
の

一
て
分
裂
制
綴
せ
し
め
た
も
の
で
、
別
に
拾
泊
四
川
酬
を

年
の
簡
は
、
初
侠
が
諸
士
の
例
開
を
栄
付
た
o
滞
米

一
歩
卸
に
よ
る
の
を
本
州
と
す
る
。
そ
の
方
法
は
、
親

一
住
地
と
し
、
古
跡
考
に
は
、
家
長
の
訴
で
山
川
三一同

一
加
へ

て

H
七
加
に
な
っ
て
ゐ
る
。

で
は
、
そ
の
内
年
中前
・御
家
老
・務
年
前
御
則
郎
髭
揮
す

一
作
よ
白
川
冗
若
干
を
、
そ
の
村
の
鋭
定
に
よ
る
合
同
聞
の
妹
で
あ
る
お
わ
ん
の

化
割
問
で
あ
る
と

し
て
ゐ

一

オ
UV

コ
ヲ
ジ

混
谷
寺

J
ウ
タ
ニ

ジ
宇
一
作
寺
。

の
御
穏
は
り山に
拠
出
院
で
行
は
れ
た
o
入
持
制
に
在

一
を
以
て
、
子
作
に

η附
す
る
契
約
が
成
ー
す
る
と、

る。

一

オ
ン
コ
コ
プ
ン
シ
ョ
ウ

温
故
古
文
抄

二
一加。

つ
て
は
年
始
に
は
宿
胞
を
行
ひ
、
そ
の
他
は
惣
砲
を

一
卸
欣
と
前
作
紋
と
を
交
換
し
、
牧

紘

終

る

時

は

卸

付

森

川
平
次
片
O

前
川
綱
紀
が
侍
て
掠
促
L
父
は
模
別

行
ふ
。
郷
燃
は
御
裂
北
口

御
抗
日
の
幅

mmに
従
ひ
、

一
米
を
併
す
る
o
こ
の
割
合
に
は
、
納

制

そ

の

他

結

懸

せ

し

め

た

古

文

科

巾

、
加
旭
能
一
ニ
州
に
闘
す
る
も
の

竹
，
御
附
に
列
目
的
し
、
御
突
出
の
務
引
に

よ
っ
て
一

一ι
り
を
制
作
の

u
mと
す
る
o
X俄
米
卸
は
、
一
に
石

の

み

を

殺

せ

、
そ
の
巾
に
は
鎌
れ
時
代
の
白
い
も
の

入
先
奥
山
院
に
進
み
、
御
葵
丹
が
献
上
物
円
銀
波
ぴ

一
卸
と
も
加
校
卸
と
も
い
う
て
、
卸

引

米

を

諮

怒

り

を

も

あ

る

。

姓
申
引
を
抜
出
し
た
後
座
間
し
、
一作
び
竹
，
御
聞
に
下

一
除
い
た
棋
院
に
契
約
L
、
競
作
は
地
代
の
み
を
受

る
。
惣
副
聞
は
滞
侠
前
日
，
御
聞
い九段
に
川
隆
し
、
御

葵

け

、
子
作
に
組問怒
り
を
支
抽
出
は
し
め
る
。

同
地
の
前

者
が
成
紙
を
引
き
、
鉱
山
川
の
J

よ
れ
か
ら
杭

H
の
副
削
を

一
卸
は
、
一
作
限
り
契
約
を
改
め
る
を
木
川
と
す
る
が
、

お
上
L
、
『
n
m皮
い
』
と
の
'
側
、
日
の
後
附
紙
が
仰
さ
過
日
間
一

卸
献
を
州
自
問
し
て
、
山
地
淵
か
ら
次
の
旧

れ、

問
次
山
山
去
す
る
。
此
の
時
に
は
蹴

1
物
が
な
い
。
地
別
に
ポ
ろ
伯
郡
が
あ

オ
リ
l

オ
ン

オ
ヱ
ズ
カ
h
F
ト

メ

キ

御
鎗
箇
方
留
記

Y

ユ
ウ
チ
リ
ザ
ツ
シ
=
一
州
地
即
日
別
総
。

オ
ン
エ
イ
ジ

恩
議
寺

江
泊
仰
山
中
に
在
る。

寺
担
に、

刷出民
中
f
放
と
い

し山
者
等
を
大
担
寺
町
に

創
め
、
認
宗
東
振
に
砲
し
た
が
、
亭
保
十
三
年
七
代

一

オ
ン
コ
ザ
ツ
チ
ョ
ウ

混
故
雑
踏

第
一
に
前
川

窓
教
の
時
間
涯
に
判
じ
、
十
七
年
入
代
智
泉
に
京
つ

一
綱
紀
が
詩
凶
の
制
批
仰
山
間
に
併
来
す
ろ
臼
符
・院
丘

て
今
の
地
に
修
っ
た
と
あ
る
o

-
御
放
出
・山
市
出
紋
等
の
、
主
底
的
・山
本
必
一
山
市
す
に
絞

オ
ン
キ
ヨ
ウ

遠
箆

臥
主
榔
愉
ぬ
真
宗
東
一
概
長

一
お
せ
し
め
た
も
の
を
揃
般
純
帖
川
γ

九
十
六
加
、
同
拾

祭
寺
第
十

一
代
の
位
略
。
天
明
五
年
を
以
て
住
吉
れ
、
一
泊
凶
」i
六
仰
に
別
っ
た
も
の
が
あ
る
o
第
二
に
は
前

十
七
蹴
京
に
よ

b
両
氏
尽
四
日に
尽
び
、
二
十
四
依田隈

↑
記
の
も
の
を
大
地
新
入
に
古
対
校
合
せ
し
め
、
山
本

摂
需
と
な
り
、
二
十
九
議
四
日
司
と
な
っ
た
。
天
資
博

↑
三
太
夫
が
一
川
校
し
て
、
明
倫
宏
政
技
官
官
武
の
序
と
前

変
の
念
に
白
み
、
政
容
の
病
む
者
を
自
坊
に
伴
う
て

一
一山
狩
携
の
凶
乎
と
を
加
へ
た
も
の
が
あ
る
。
文
節
=
一

一
三
九


